
CVR100W VPNルータのサービス管理 
目的
 

デバイスが他のサーバからパケットを送受信できるファイアウォール規則を設定したら、ユ
ーザは規則がデバイスで制御するサービスを指定できます。これらのサービスは、HTTPか
らTELNETまで幅広く利用できます。デバイスに新しいサービスを指定すると、ユーザはフ
ァイアウォールルールに使用するサービスを入力できます。この記事では、CVR100W
VPNルータでサービス管理(SMR)を設定する方法について説明します。
  

該当するデバイス
 

・ CVR100W
  

[Software Version]
 

•1.0.1.19
  

Service Management
 

ステップ1:Web構成ユーティリティにログインし、[Firewall] > [Service Management]を選択
します。「サービス管理」ページが開きます。
 

 



 
ステップ2:[行の追加]をクリックして、別のサービスを追加します。
 



 
ステップ3:[Service Name]フィールドに新しいサービスの名前を入力します。これは、サー
ビスを特定するために使用されます。
 
ステップ4:[Protocol]フィールドで次のいずれかを選択します。
 

・ TCP:Transmission Control Protocol（TCP；伝送制御プロトコル）は、サーバと他のネ
ットワーク間の信頼性の高い、エラーチェックされた配信プロセスをサービスに提供しま
す。
 
・ UDP:User Datagram Protocol（UDP；ユーザデータグラムプロトコル）には、セキュ
リティ上の理由から、他のデバイスとのハンドシェイクプロトコルがありません。これに
より、送受信が高速になりますが、多くの点で信頼性が低くなります。
 
・ TCPとUDP：この選択では、各プロトコルが1つのポートで連携して動作します。
 
・ ICMP:Internet Control Message Protocol（ICMP；インターネット制御メッセージプロ
トコル）は、システム間でデータを転送するために特に使用されるものではありません。
ただし、特定のサービスに到達できない場合にメッセージをリレーするために使用できま
す。
 

ステップ5:[Start Port]フィールドにサービスの最初のポート番号を入力します。
 
ステップ6：サービスの最後のポート番号を[End Port]フィールドに入力します。
 
ステップ7:[Save]をクリックします。
 



ステップ8:（オプション）サービスを編集するには、サービスのチェックボックスをオンに
し、[Edit]をクリックし、目的のフィールドを編集して、[Save]をクリックします。
 
ステップ9:（オプション）サービスを削除するには、サービスのチェックボックスをオンに
し、[削除]をクリックして、[保存]をクリックします。
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